
     令和７年度 第１回 新原小学校運営協議会 会議録(要点記録) 

（みどりっ子育成協議会） 

１ 開催日時  令和７年４月２８日(金)  １４時００分から１６時００分まで 

２ 開催場所  新原小学校 パソコン室 

３ 出席委員  嶋田 ゆかり、クリステンセン 勇美、田口 保司、岩谷 智之、下石 雅子、

山岸 麻美子、森島 しのぶ、森田 歩、鈴木 宏哉 

４ 欠席委員  なし 

５ オブザーバー 椛 通安（麁玉協働センター職員） 

６ 学  校  小杉 英司(校長)、二橋 久美子(教頭)、片瀬 智美(教務主任)、  

寺本 舞子（ＣＳディレクター） 

７ 傍聴人   なし 

８ 協議事項  

   （１）令和７年度学校運営に関する基本的な方針について(承認) 

（２）今年度の教育活動について 

（３）いじめ防止への取り組みについて 

   ・「浜松市立新原小学校いじめ防止基本方針」 

   ・令和７年度新原小学校いじめの概要について 

（４）夢育やらまいか事業(ＣＳ加算分)の意見書について 

（５）令和７年度協議会自己目標について 

９ その他報告 

   （１）学校支援コーディネーターより  

（２）その他 

   ・校服検討委員会について  

１０ 会議録作成者 寺本 舞子（ＣＳディレクター） 

１１ 会議記録 

 司会から、委員総数９人のうち全員の出席があり、過半数に達しているため会議が成立 

している旨の報告があった。 

（１） 令和７年度学校運営に関する基本的な方針について(承認) 

小杉校長から、令和７年度の教育活動について別紙資料により説明があった。 

委員から以下の発言があった。 

・広範囲の夢というのが重要だと思う。（山岸委員) 

・職業的なものだけでなく、こういう人になりたいという目標でも良い。狭い意味では

なく、なりたい自分になれるよう考え、行動で表す事が大事。(小杉校長) 

・最近ＳＮＳ等の影響で一つの面のみで評価してしまうことが学校でもあるようだとテ

レビ番組の中で放送されていた。多面的に考え、判断し評価することが大事だと思う。

(田口委員) 

・今年度も情報モラルについての研修を学年ごとに取り組む予定。(二橋教頭) 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２） 今年度の教育活動について 

  議長の指示により、片瀬教務主任から、今年度の年間行事の説明があった。主な行事は次

のとおり 

 

・６月 ５年生野外教室（観音山） 

・７月 ３０分間回泳（自校での開催） 

・９月 文化庁芸術公演音楽座 



・１０月 スポーツフェスティバル 

・１１月 ６年生修学旅行 

・１２月 学習発表会 

・１月  持久走の日 

 

（３）いじめ防止への取り組みについて 

小杉校長から、浜松市立新原小学校いじめ防止基本方針の変更点と二橋教頭から本校のい

じめの 概要について説明があった。 

 ・本校では浜松市のいじめ基本方針に則って独自のいじめ基本方針を定めている。この基

本方針は毎年見直している。いじめに対しては学校組織として丁寧且つ迅速に対応して

いくので、ご理解を賜りたい。（小杉校長） 

・昨年度の協議会で保護者と学校との認識のずれを埋めていかなければいけないという課

題が出た。その対策として、いじめ対策の取り組みに関する学校だよりを発行すること

にした。他にも良い取り組みの案があれば教えてほしい（二橋教頭） 

 

委員から以下の発言があった。 

・ 基本方針の説明の中に月別の指導計画を入れてはどうか。（田口委員） 

・ 児童でも興味を持って読めるようにお便りの内容を簡略化してはどうか。（山岸委員、

森田委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（４）夢育やらまいか事業(ＣＳ加算分)の意見書について 

二橋教頭から、別紙資料を参考に夢育やらまいか事業の意見書について説明があった。 

学校運営の基本方針を具現化するため、昨年度に引き続きクラブ活動に地域の講師を招き、

クラブ活動充実のために必要な材料等を購入する費用として使用したい旨の説明があった。 

その他、スポーツフェスティバルで使用する放送機器レンタル費、運営委員会中心に行っ

ているエコキャップ運動に関係して、収集物をスーパー等へ届ける際の交通費に使用する

旨の説明があった。 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（５）令和７年度協議会自己目標について 

議長の田口委員から、令和７年度の協議会自己目標について委員に意見を求めた。 

委員から以下の発言があった。 

・去年からＰＲを始めて認知されてきている。更に地域と密着して連携していきたい（田 

口委員） 

・目標にあるウェルビーイングとはどういう意味かわかりやすく説明が必要なのでは。（山 

岸委員） 

・ウェルビーイングとは心も体も環境も満たされた状態、子供にとっては居場所があると 

いう事、自分が認められているという事が大事。（小杉校長） 

・学校と地域の視点をあわせ、子供が毎日楽しく通える安心安全な学校づくりを目指すと 

いう一文を加えてはどうか。（二橋教頭） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

【その他報告】 

（１） 学校支援コーディネーターより 

  クリステンセン委員から活動報告があった。今年度の読み聞かせは５月１２日から。コミ

スク便りでボランティアの呼びかけを行っている。６月からクラブ活動が始まるので地域ボ



ランティアの協力を得て準備を進めている。 

（２） 校服検討委員会について  

二橋教頭から、校服検討委員会ついて経過報告があった。  


